
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★移動図書館青い鳥号  

７日（火）・２１日（火）  

１５時１０分～１５時５０分 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

 ８日（水） １０時～１０時３０分 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

2025(令和７)年 

★人権･同和教育関係行事 

 

★隣保館長・指導職員合同研修会 

２４日（金） １３時３０分～１５時３０分（砥部町） 

 

 

 

 

 
 

愛媛県人権対策協議会新居浜支部青年部鹿児島研修にご一緒させていただき、知覧特攻平和会

館を訪れました。 

特攻とは…重さ 250 ㎏の爆弾を装着した戦闘機で敵の艦船に体当たりして沈め、パイロットは

必ず“死ぬ・亡くなる”という必死の作戦でした。沖縄での航空特攻作戦は、知覧飛行場を使用し、

米軍主力が沖縄南西にある慶良間
け ら ま

列島に上陸した 1945（昭和 20）年 3月 26 日から始まりました。 

平和会館の企画室から展示室の通路に、下のメッセージが掲示されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

439 名の遺影、手紙、遺品…の数々。そして、当時の空気が…。 

 知覧を飛び立った 439 名には 439 の若い人生がありました。そして、それぞれに家族がいまし

た。さらに、友人を含め彼らを支えた人も多くいたはずです。彼らは、家族や友人たちへの想いを

胸底に沈め、心を覚悟に研ぎ澄まし、知覧の地を後にしました。そのような彼らを思うと、表現し

がたい重みが心にのしかかりました。 「彼らの命に報いるために」…この重みは忘れてはならな

いと強く思いました。 

死んだ人々は、還
かえ

ってこない以上、  

生き残った人々は、何が判
わか

ればいい？ 

死んだ人々には、慨
なげ

く術
すべ

もない以上、 

生き残った人々には、誰のこと、何を、慨
なげ

いたらいい？ 

死んだ人々は、もはや黙ってはいられぬ以上、生き残った人々は沈黙を守るべきなのか？ 

（「空席」ジャン・タルジュ― 渡辺 一夫訳 『きけわだつみのこえ』岩波文庫より） 

見学を終え、会館を出たとき、一緒に見学した若者たちの姿を見て、なぜか涙が出そうになりました。 

  

★ゆめ喫茶 1月のゆめ喫茶はお休みです 

次回は曜日が変更しますが、２月４日（火）にします。 

 

 

 

 

古川 宏明 様は、４２年あまりの長きにわたり、 

地域安全運動の取組、見守り活動、地域のパトロールなど 

地域における防犯活動を積極的に推進されました。 

そのご功績により、警察庁長官及び全国防犯協会連合会会長より、 

「令和６年度 防犯功労者表彰 防犯功労金章」を受けられました。 

 

 

 

 

  

 

ジェスモナイトは約１０名、味噌は約４０名、幅広い年代の方に参加していただき、大盛況でした。 

 

 

 新年明けましておめでとうございます。 

昨年８月には、「瀬戸・寿連合自治会夏祭り」が６年ぶりに瀬戸会館で開催され、獅

子踊りの太鼓の音とともに、地域の伝統芸能でにぎわいました。 

また、１２月には、地域の皆さんをはじめ、ゆめじゅく会の皆さんのご協力をいただ

き、瀬戸会館の大掃除や草刈りを実施いたしました。気持ちの良い新年を迎えること

ができ、ありがとうございました。今年も、皆さんのご指導、ご協力をお願いいたしま

すとともに、ご健康とご多幸を心からお祈り申し上げます。  

令和７年 元旦     ゆめじゅく会 会長 小野 博  瀬戸会館職員一同   

 

★ゆめじゅく編集委員会        

６日 (月) １３時３０分～ 

悲劇を思い出にしない 
知覧の地に立って、わかることがあります。 

先の大戦で亡くなった特攻隊員の命に報いるために、 

遺書も、手紙も、想いも、空気も、 

あの時代の臨場感をできるだけ残そうと、知覧は努めてきました。 

知覧に残った空気の向こうに、青年たちの残像を見てください。 

そして、考えてください。平和な未来を創るために。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

新年を迎えるにあたって、私の最も尊敬する歴史上の人物、 

西郷隆盛さんについてご紹介します。 

 西郷さんに、“著書”はありません。“著書”と言えるのが、『南洲
なんしゅう

翁
おう

遺訓
い く ん

』です。戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

で、旧幕府軍と

して新政府軍と戦い、敗れた庄内藩
しょうないはん

（現在の山形県
やまがたけん

鶴岡市
つるおかし

を本拠地）は、厳しい処分が下されると予想して

いましたが、予想外に寛大な処置が施されました。この寛大な処置は、西郷さんの指示によるものであったこ

とが伝わると、西郷さんの名声は旧庄内藩に広まり、多くの旧庄内藩士が西郷さんの教えを請うために鹿児

島の西郷さんが創設した私
し

学校
がっこう

に入学しました。その際、旧庄内藩の関係者が、西郷さんから聞いた話をまと

めたものが、『南洲
なんしゅう

翁
おう

遺訓
い く ん

』です。 

 その中にある、西郷さんが座右
ざ ゆ う

の銘
めい

としていた言葉、「敬天
けいてん

愛人
あいじん

」をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

“人の痛みを、わが痛みとして”などと言う人がいますが、それは容易なことではありません。当たり前の

ことですが、人間の肉体は、個別に独立していて他人と神経がつながっているわけではありません。ですか

ら、“人の痛みを、わが痛みとして”生きることは、たとえ親子・兄弟・姉妹・夫婦でも、肉体の構造上はでき

ません。だからこそ古来より人類は、“人の痛み”を“わが痛み”として感じることができるよう、感性を磨くこ

とや“思いやりの心”をもつことの大切さを教育してきたのでしょう。 

 ところが、今どきは、平気で人を傷つけることを言ったり、行ったりする人が、少なからず存在します。「自

分の望まないことは、人にもしない」というのは人間が人間らしく生きていく上での普遍の教えです。人間

はこの世に生を受けたときは、原石のようなものであり、後天的に磨き上げられることではじめて光り輝く

宝石のような人格者になることができると思います。西郷さんが語っている「天というのは、他人も自分も同

じように愛してくださるものだから、私たちも天の心と自分の心を一致させて、自分を愛するのと同じよう

に、他人を愛することだね。」という言葉は、まさに、私たちに人間が人間らしく磨き上げられていく上での

真理の道を教えてくれているのではないでしょうか。 

 「敬天愛人」は、互いの人権を一人ひとりが尊重し、地域、家族、友人などとのつながりをより良いものに

していこうとする実践の教えそのものです。社会環境の劇的な変化が進行 

する今日、この思想はますます重要性を増していると思います。 

「天を敬い、人を愛す」、実に素晴らしい言葉だと思います。そして私は、 

西郷さんのことを知れば知るほど、“それは、なんと西郷さんに似合う言葉 

であろうか”とつくづく思うのです。 

※１２月１９日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①１月のゆめ喫茶（100円モーニング）は、おやすみします。  

２月は、部屋の都合上、申し訳ありませんが、4日（火）にさせていただきます。 

曜日が変更しているのでお間違えのないようお越しください。                

②瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。お気軽にご相談ください。 

 

 

 

ある時、西郷先生が、こうおっしゃった。 

 「人が正しく生きる道というのは、何も人工的に“つくられたもの”ではなくて、人の上に天があり、人の

下に地があるように、ごく自然に元からあるものだから、人というのは、素直にそれに従っていれば、自ず

から、正しく生きていくことができるものなんだよ。だから、生きていく上では、ただひたすら“天を敬す

る”ということを心がけていればいいのさ。天というのは、他人も自分も同じように愛してくださるものだ

から、私たちも天の心と自分の心を一致させて、自分を愛するのと同じように、他人を愛することだね。」 

『南洲翁遺訓 西郷隆盛が遺した「敬天愛人」の教え』松浦光修(著)  PHP研究所 (2008/12/19) 


